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12 提案書・交付申請書の記載例 

申請書類を記載される前に、まず、グループ内で、事業者ごとの交付申請額の配分を

決めておかれることをお勧めします。 

『補助金交付申請額合計』が、（２）の補助上限額
以下であることを ご確認ください。

押印は不要です

補助事業の実施場所が
上記と異なる場合は、
その店名・住所等を記載

各事業者とも、提案書と
同じプロジェクト名を記載

様々なご連絡をしますので、必ず、
自社の電話番号、アドレスを記載

各事業者の取組内容を
具体的に記載

（単位：円　税抜）
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（代表事業者）

　　　　　京都Ａ商店　株式会社

2 株式会社　関西Ｂ旅行

3 まゆまろＣ食品　株式会社

4

30

(A) 1,051,529 (B) 700,000

様式第１号別紙

400,000

100,000

交付申請額
（様式第１号の２　②の額）

補助対象経費
（様式第１号の２　①の額）

200,000

事業者名

300,635

600,894

150,000

No

「観光・伝統・食関連」産業連携事業緊急支援補助金

グループ構成事業者一覧表

合計

選択した産業に、「どのように関連するか」を
詳しく記載
また、各構成事業者の事業内容や役割分担を
具体的に記載

観光産業、伝統産業、食産業のいずれに
関連するテーマかを 必ずお選びください。
（複数選択も「可」です。）

住所は、府外の場合のみ
「都道府県名」から記載

それぞれ作成された日
（バラバラでも可）

「チェック」と
入力して変換で
⇒ ☑が出ます

2/15～8/31の範囲内で記載。
※終期は、余裕をもった期日での記載をお勧めします

※提案書、交付申請書とも、２ページ以上になっても
構いませんが、「片面」印刷等にて、提出ください。

 


